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第 7回目の授業（５年生）をご紹介！ 
 

 ９月２４日（木）に５年生、総合「地球脱出を食い止めろ！～半径５ｍの大作戦～」の

研究授業を５年２組担任の河野主任教諭が行いました。 

 

 本単元は「夏になると毎日暑すぎて乗り切れるか不安だ

ね…」という会話から始まりました。６月に「カーボンマ

イナスこどもアクション」という江東区の取組みがあり、

せっかく取り組むならと江東区温暖化対策課の方と東京ガ

スの方をお招きし、地球温暖化の仕組みやこのままだとど

うなってしまうのかを教えていただきました。 

                                 夏休みの記録 

                               クラスクラウドより 

                                                                      ↓ 

 

 

 

 

 カーボンマイナスについて学んだり取り組んだりしていく中で「クー

ラーをガンガンつけて涼しくしたら快適だけど、地球にとってはよくな

いことなんだ…」と「自分たちの快適さと地球への負荷」という点にお

いてジレンマがあることに気付きました。 

 

 そこで「地球に優しく、かつ自分たちも快適に過ごせる工夫を考えよ

う」ということで夏休みにそれぞれが暑さ対策に取組みました。日傘を

さす、保冷剤を首に巻く、氷を食べて体の中から冷やす、クーラーの向

きを変えてみる…などそれぞれが自分にできる取組みを行いました。→ 

 

夏休み明け、みんなで取組みを共有している中で、「それぞれの暑さ

対策最強ファッションがあるね！ファッションショーを開いて紹介し合

っちゃう！？」となりました。そこで「最強」に根拠をもてるようにさ

らに情報収集も行い、自分たちの思う最強ファッションを考える活動を

進めています。 

今回は研究授業ラスト！５年生の実践です。地球温暖化

が問題だということはわかっていても「自分が何かやった

ところで…」とか「暑くてそれどころじゃない…」など、

こどもたちにとってどうしても「実感のもち辛さ」がある

のではと感じていました。そこで「自分にできること」を

テーマに学習を進めています！担任として言えることは、

こどもたちと考える時間がとても楽しい！そしてこどもた

ちの想像力や創造力に日々驚かされるということです！ 

ぜひご一読ください！！ 
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今回はそんな場面を研究授業として公開

しました。自分たちが快適で、地球に優し

くて、みんながやってみたいと思うオシャ

レなものを目指し、探究する姿が見られま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情報収集を進めていく中で、

検索をすると AIがまとめた概要

が表示されることに気付いた児

童がいました。そこで AIについ

ても学ぶ機会を設けました。右

にあるものは、児童の振り返り

を AIで分析してまとめたもので

す。私たち教員もメリットデメ

リットを理解し、適切に使いこ

なすことができるよう試行錯誤

しています…！ 

 

年間講師で来ていただいている田中先生がモデルのお仕事をされているということもあ

り、ウォーキング講座をしていただいたり、実際のファッションショーでもご協力いただ

いたりできないかと検討中です。また、必要に応じて校外の企業や専門家のご協力をいた

だきながら学習をさらに深めていけたらと思います。 

 

ファッションも決まってきたので、本日、ファッションショーを開催しました！またご

紹介したいと思います。正直、この先どのように学習を進めていくか私たち担任は細かく

決めているわけではありません。こどもたちと一緒に「半径５ｍ」でできることを見つけ

ていきたいです！ 

 

５年担任 河野秀佳 木本晴奈 
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★授業を参観した教員の感想 

 
 

 
 

 
 

今後の予定は？ 
 

 今回の５年生の授業で６学年＋専科、計７回の授業が終わりました。

12月の研究発表を見据えて例年より早めの実践となりましたが、各学年

実践を教員間で互いに見合い協議を重ねたり、講師の先生方のご指導も

頻繁に伺うことができたりと充実した前期になりました。今後も実践を

続けていくとともに２年間の軌跡をお伝えできるようにまとめていきた

いと思います。 

                         ご感想はこちらへ→ 

未来をそうぞうする児童の育成 

～STEAM教育の実践を通して～ 


